
1.　はじめに

1.1.　生徒の実態

本年度から鳥取大学附属中学校 （以下，本校）

に勤務し始め， 3 年生を担当することになった。 3
年生の多くは自分の思っていることを流暢に述べ

られていると感じた。 これは前任者が話し合い活

動を多く取り入れていたという情報を得ていたの

で，納得のいくところであった。 ところが年度当初，

ほとんどの生徒が授業中にノートをとっていないこ

とに気付く。 そこで文字を書かせるために， ノート

に詩の感想を書かせたり， 授業の最後に振り返り

カードを記入させたりした。 すると， 話し言葉の流

暢さとは裏腹な， 平仮名の多い幼稚な印象を受

ける紙面が多く見られた。 また， 漢字の使用につ

いては誤字も多く見られた。 この現状から， 本校

の 3 年生には音声による語彙と文字としての語彙

に差が生じているのではないかと考えた。

1.2.　実態からの仮説

本校の研究主題 「自立し， つながり， 探求し，

創造する力の育成」の副題となっている「『やりくり』

のたとえば」の，国語での「やりくり」の一つとして，

初めて見聞きする言葉でも意味を想像し大きく捉

え違いをしないことが当てはまるのではないかと考

えた。 とりわけ，抽象的概念を表す熟語において，

その漢字の持つ意味からその熟語の意味を類推

できることは， 現段階の語彙を利用し更に語彙を

広げていくことになり， まさに 「やりくり」 になるの

ではないかと考えた。 熟語の意味を語彙として身

につけていくためには， 漢字の理解に回帰する。

基本的な漢字指導の手法を今一度見直し， その

精度を高めることで， 生徒の漢字への興味や関

心が高まり， 理解し使っていこうという意欲につな

がるのではないかと考えた。そこで仮説として，「漢

字の学習を深めていけば， 語彙は理解した文字

数以上に増えていく」 として授業実践をした。
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2.　実践

2.1.　一文字ずつの漢字

2.1.1.　指導の内容

授業の始まりに毎時間漢字 5 問テストを行う。

出題は新漢字教室 2136 字 （創育 ・ 吉野教育

図書） の 2 級 （中 3 相当） の最後から熟語を

中心に 5 問ずつ出題する。 解答の段階で， 漢

字一文字ずつの解説を行う。 解説は基本的に

以下の内容である。

・ 漢字の音読みと訓読み （読みは常用漢字表

以外も積極的に伝えた。）

・ 六書の確認 （詳しくは 2.2. で）

・ 形声文字の場合， 同じ音符を持つ漢字の確認

例） 「瞭」

「尞」 の部分を 「リョウ」 と読む。 「尞」 の部

分にも 「木を組んで火が燃えている」 という意

味があり， 「目 （めへん）」 と合わせて 「あき

－らか」 という訓読みがある。 会意形声文字

である。 「尞（リョウ）」が付く文字は「寮 ・僚 ・

燎 ・遼 ・療」 などがある。

2.1.2.　ねらい

中 1 相当の 4 級から復習を兼ねて行いたかっ

たが，本年度の授業時数では中学校配当の 1130
文字は網羅できないことと， 2 級の文字が日常で

はあまり使用されないため， 語彙を広げるという目

的には適当であろうと考えた。 また形声文字を中

心とする画数が多い文字は生徒には敬遠されが

ちであるが， 漢字の成り立ちを考えれば， 漢字を

覚えることは画数の問題ではないことを実感しや

すいであろうと考えた。 加えて， 2 級の複雑な文

字を扱うことで， 2 級以下の漢字に対しても文字

の理解の手順が応用できるのではないかと考え

た。 これらの理由により 2 級から遡ることにした。

2.2.　六書の確認

2.2.1.　指導の内容

・ 「象形 （形を象 （かたど） る） 文字」 身近に

あるものを単純な形にして表したもの。 普段の

生活に関わるものが多く，画数は少なめである。

・ 「指事 （事柄を指し示す） 文字」 身近ではあ

るが形に表すことが難しく， 記号として表した

もの。 普段の生活に関わるものが多く， 画数

は少なめである。

・ 「会意 （二つ以上の意味を会わせる） 文字」

形や記号としては表しにくいが， より物事を豊

かに表そうと， 象形や指事を二つ以上合わせ

たもの。 二つ以上の文字の意味を合わせるこ

とで， より複雑な意味を表せるようになり， 画

数は多めになる。

・ 「形声 （形 （意符） と声 （音符） とを合わせ

る） 文字」 読み方 （中国語であるから音読み）

を表す音符と， 意味を表す意符 （部首） を組

み合わせたもの。 同じ音が多い中国語だから

こそ部首との組み合わせで， 意味の細分化と

文字数の大量化が図られ， 画数が多くなる。

・ 「転注 （意味が転じた） 文字」 元々の読みと

意味があったものの， 長い年月の中で別の意

味が付け加わった （あるいは別の意味になっ

た） もの。 （例 ： 楽 ・ 令）

・ 「仮借 （仮に読み方を借りた） 文字」 元々の意味

から離れ， 読み方だけ使われるようになったもの。

（例 ：可口可楽コカコーラ・肯徳基ケンタッキー）

2.2.2.　ねらい

中学 1 年での既習内容ではあるが， 漢字を覚

えることに強く苦手意識を持っている本校 3 年生

に，漢字の成り立ちの捉え直しをさせたいと考えた。

漢字は人間の生活の中で必要に応じて作られ

てきたものであるので， 身近な事物を表す文字

ほど単純である。 しかし， 概念的であったり抽象

的であったりする事物を表そうとすれば， 単純に

は表せなくなり，人間の工夫の結果，部分 （パー

ツ） の組み合わせでより複雑な意味を表す方法

が生み出された。 特に 「形声文字」 は画期的

な文字の作り方であり， 音符と意符との組み合わ

せにより文字数を飛躍的に増やすことになる。

このような歴史や人間の工夫を知ることで， 単

純に画数が多い文字は難しいという捉え方から

脱却し， 意図を持って組み合わせられていると

いう意識を持たせたかった。

なお，六書の名前を単に紹介するのではなく，

熟語の構成 （詳しくは 2.4. で） を意識した意味

の捉え方で指導した。

2.3.　音読みと訓読みの確認

2.3.1.　指導の内容

・ 音読みは中国から伝わってきた読み方が基本
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となっている。 その読み方だけでは日本人に

は意味が理解しづらい。

・ 訓読みは中国からもたらされた漢字に日本人がそ

の文字に合う和語を乗せた。 その読み方で日本

人は意味が分かるが中国人には理解できない。

2.3.2.　ねらい

中学 1 年での既習内容であるが， 訓読みが

意味の分かる読み方で音読みが意味の分からな

い読み方という認識の捉え直しをさせたいと考え

た。 漢字は元々中国で作られた文字であるから

中国語である。 つまり， 読みの基本は音読みで

ある。 これは前述の形声文字における音符を考

える上で重要で，文字が作られる時は中国語（音

読み） で作られているということを意識する必要

がある。 音読みを基本に読んでみると， 音符を

より意識的に捉えられると考えた。 ただし， 日本

人として文字の意味を捉えるならば， 訓読みの

方が断然理解しやすい。 つまり， 漢字の作られ

方としての音読み， 漢字の意味としての訓読み

の両方を知っていく必要がある。

また， 本 （ホン）， 菊 （キク）， 愛 （アイ） の

ように訓読みだと誤解しやすい読み方も， 当時

の日本にはそれらの概念がなかったことを考えれ

ば音読みであると理解できる。 このことも指導の

ねらいの一つである。

2.4.　熟語の構成

2.4.1.　指導の内容

・ 二つの漢字が対義語になっている。

・ 二つの漢字が類義語になっている。

・ 上の漢字が主語， 下の漢字が述語になって

いる。

・ 上の漢字が下の漢字を修飾している。

・ 下の漢字が上の漢字の目的の語になっている。

・ 上の漢字が接頭語である。

・ 下の漢字が接尾語である。

・ 省略された熟語である。

・ 同じ漢字を繰り返す。

2.4.2.　ねらい

中学 2 年での既習内容である。 熟語の意味を

考えるには漢字一文字ずつを意味の分かる読み

方で捉える必要がある。 しかし一文字ずつでは熟

語の意味にまでいたらず，語彙の獲得にならない。

熟語の構成のパターンを理解し， それに合うよう

な熟語の読み方を身につける必要がある。そこで，

文法の学習や漢文の学習がある程度進んだ 3 年

生が， 改めて熟語の構成を捉え直すことは非常

に有効であろうと考えた。 そしてこの熟語の構成

を理解し， 熟語を理解できる読み方で読んだ時，

抽象概念の意味さえも生徒はイメージできる言葉

として落とし込み， 新たな語彙になると考えた。

2.5.　脳内漢字変換

2.5.1.　指導の内容

「言葉を耳にする時， いつでもその言葉を頭

の中で漢字に変換するよう心がけよう。」 と， 日

常での思考の方法を助言する。

＊このような思考方法を 「脳内漢字変換」 と

呼び， 本校 3 年生の間で使っている。

2.5.2.　ねらい

漢字は文字としての情報であるが， 音声とし

ての情報を文字化する作業を思考の中で行うこ

とで， 音声の情報と文字としての情報がつながる

のではないかと考えた。 つまり， 音声としてしか

認識していなかった言葉が，意味のある文字 （熟

語） としても認識され， 意味のある言葉として生

徒の記憶の中にとどまり， 語彙となっていくので

ある。しかし，この脳内作業は容易なことではなく，

前述の全ての実践で身につけてきた漢字の捉え

方が有機的に働くことによって可能となってくると

考える。 故に， 脳内漢字変換は即効性のある指

導とはなりがたい。 それでも， 脳内漢字変換の

意識を持って思考をする習慣が身につけば， そ

の生徒の言葉への意識は飛躍的に高まり， 語彙

は格段に増えていくだろうと考え， 折に触れて脳

内漢字変換を意識するよう促している。

3.　成果と課題

3.1.　生徒の変容

3.1.1.　アンケート調査

12 月中旬に 14 の質問で本校 3 年生 137 名

のうち， 135 名 （2 名欠席） にアンケート調査を

行った。

その中で， 特に 1 と 5， 3 と 7， またその理由

として 6 と 8 の回答を中心に見ていきたい。
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3.1.2.　アンケート調査結果

グラフ 1. 得意か苦手か

グラフ 2. 好きか嫌いか

3.1.3.　アンケート調査から

「得意」 か 「苦手」 かと 「好き」 か 「嫌い」

かの二つの観点で現時点と中学 2 年以前とを比

較してみたいと考えアンケートを行った。 グラフ

1. は得意か苦手か， グラフ 2. は好きか嫌いかを

割合で示した。 いずれも上段が現時点である。

また， 右側がネガティブな回答である。 得意か

苦手かの選択ではいずれも苦手意識の方が強

いようであるが， 現時点ではずいぶん苦手意識

は減少していることが分かる。 また， 好きか嫌い

かの選択では好きな方が約 25% 増加している。

グラフ 1． グラフ 2． とも好転していると言える。

この好転の理由を，6 ・ 8 の回答から抜粋する。

・ 漢字に興味が持てた。漢字が書けるようになっ

た。

・ 文章を読むことが好きになった。

・ 語彙力がついてきた。

・ 文章を読んで作者 （筆者） の気持ちや伝え

たいことが分かるようになった。

・ テストの答え方が分かるようになった。 点が上

がってきた。

・ 言葉に注目するようになった。

・ 根本的なことから分かるようになった。

等である。 これは本実践のねらいに合致したも

のである。 特に， 期待以上であったのは文章を

読むことへの抵抗感が薄れていたり， 文章の読

解にまで良い影響が現れたりしていることである。

3.2.　成果

漢字という表意文字を， 先人の知恵や工夫と

いう歴史的な側面からも捉えていくことで， 一文

字ずつに対する興味や関心がわいてきているよ

うである。 そしてそのことが漢字を理解することに

つながり， さらには語彙の獲得にもつながってい

る。 また， 文章を読んで分かるようになった， と

いう記述は，学習して獲得した語彙だけではなく，

漢字から抽象的概念を類推することで意味を捉

えているということを， 間接的に表しているので

はなかろうか。 そして， 分かるという意識が， 結

果的に苦手意識の克服や国語が好きであるとい

う意識に発展したと考えられる。

漢字の学習を深めていけば， 語彙が増え，

国語好きが増えていくようである。

3.3.　課題

「漢字が嫌い」 「覚えることが苦手」 との回答

が 4 名， 「漢字学習の時間が長い」 との回答が

2 名。 この生徒たちをも納得させる授業展開を考

えていきたい。

また， 今回のデータは客観性が乏しいので，

次回からは計画的に情報収集を行い， より客観

性のある研究にしていきたい。
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